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V
平
成
二
十
三
年
七
月
二
日
（
土
）

会
報
第
百
十
一
二
号
を
発
行
。
第
二
十
五
回
総
会
・
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

発
表
者
の
レ
ジ
ュ
メ
、
斎
藤
稔
「
瑞
宝
中
綬
賞
」
受
賞
の
お
知
ら
せ
、
原
田
佳

子
の
寄
稿
文
「
ビ
ュ

l
イ
ン
グ
ル

l
ム
｜
魅
力
的
な
現
代
ア
l
ト
の
別
世
界

｜
」
、
哀
葉
の
エ
ッ
セ
イ
「
パ
ン
ダ
の
固
か
ら
大
キ
リ
ン
」
（
前
編
）
、
西
原
大

輔
の
第
九
十
五
回
例
会
報
告
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
（
日
）

第
二
十
五
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
で
開
催
。
金
田
会
長
の
開
会

挨
拶
の
後
、
青
木
副
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報

告
を
倉
橋
委
員
、
決
算
報
告
を
大
橋
啓
一
事
務
局
長
、
監
査
報
告
を
竹
淳
委
員

が
行
っ
た
。
続
い
て
二
十
三
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
発
表
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

大
会
で
は
三
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
①
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程

後
期
、
屡
偉
汝
の
「
伝
統
工
芸
産
業
に
お
け
る
芸
術
家
の
創
造
性
の
変
容
に

つ
い
て
！
石
川
伝
統
工
芸
イ
ノ
ベ

l
タ
養
成
を
一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て

l
」

②
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
博
士
後
期
課
程
修
了
、
佐
々
木
悠
の
「
日
本
に
お
け

る
オ
ル
ガ
ン
文
化
（
楽
器
、
作
品
、
オ
ル
ガ
ン
界
）
千
九
百
四
十
五
年
以
降

を
中
心
に
」
③
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
大
学
院
生
、
吉
本
由
江
の
「
ア
メ
リ
l
・

ノ
1
ト
ン
の
自
伝
的
小
説
と
日
本
」
。
続
い
て
宇
都
宮
美
術
館
学
芸
課
長
、
浜

米

公

子

門

崎
礼
二
が
「
美
術
館
の
危
機
管
理

l
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
」
と
題

し
た
報
告
を
行
っ
た
。

V
平
成
二
十
三
年
十
月
七
日
（
金
）

会
報
第
百
十
四
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
吉
本
由
江
の
「
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ペ

ス
展
を
訪
れ
て
」
o

第
二
十
五
回
大
会
の
報
告
は
、
①
防
府
／
偉
汝
の
発
表
を
大
山

智
徳
、
②
佐
々
木
悠
の
発
表
を
大
迫
知
佳
子
、
③
吉
本
由
江
の
発
表
を
大
山
智

徳
が
書
い
た
。
浜
崎
礼
二
の
特
別
報
告
に
つ
い
て
は
谷
藤
史
彦
が
ま
と
め
た
。

最
終
頁
に
第
九
十
六
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。
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V
平
成
二
十
三
年
十
一
月
五
日
（
土
）

第
九
十
六
回
例
会
は
広
島
市
内
の
二
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
。
最
初
に
中

区
西
白
島
町
の
「
大
野
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
、
続
い
て
中
区
千
田
町
の
「
ヒ
ロ
セ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
訪
れ
た
。

V
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
（
水
）

会
報
第
百
十
五
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
広
島
県
立
美
術
館
、
越
智
裕
二
郎
館

長
の
「
Z
E
R
O
グ
ル
ー
プ
と
具
体
」
o

第
九
十
六
回
例
会
の
報
告
は
、
水
井
明

生
が
執
筆
し
た
。
表
葉
が
エ
ッ
セ
イ
「
パ
ン
ダ
の
固
か
ら
大
キ
リ
ン
」
（
後
編
）



を
寄
せ
た
。
最
終
頁
に
第
九
十
七
回
例
会
案
内
を
載
せ
た
。

V
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
七
日
（
土
）

第
九
十
七
回
例
会
を
ひ
ろ
し
ま
美
術
研
究
所
で
開
催
。
研
究
発
表
①
は
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
中
野
逸
雄
の
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
自
然
科
学
の

作
品
化
と
崇
高
ア
l
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ユ
テ
ィ
フ
タ
l
の
文
学
」
②
は

ふ
く
や
ま
美
術
館
学
芸
員
、
平
泉
千
枝
の
「
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ウ
ー

ル
の
夜
の
絵
画
に
つ
い
て
そ
の
閣
の
意
味
」
o
例
会
後
、
懇
親
回
を
聞
い
た
。

V
平
成
二
十
四
年
二
月
二
日
（
木
）

会
報
第
百
十
六
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
釜
山
科
学
技
術
大
学
校
専
任
講
師
、

長
迫
英
倫
の
「
韓
国
で
漢
字
に
つ
い
て
考
え
る
」
o

第
九
十
七
回
例
会
報
告
は
、

①
中
野
逸
雄
の
発
表
を
嶋
屋
節
子
、
②
平
泉
千
枝
の
発
表
を
平
泉
自
身
が
書
い

た
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
、
コ
一
月
に
開
催
す
る
芸
術
展
示
の
案
内
、
最
終

頁
に
第
九
十
八
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
二
十
四
年
二
月
十
八
日
（
土
）

第
九
十
八
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
研
究
発
表
①
は
神
戸

大
学
大
学
院
芸
術
学
専
修
、
植
松
篤
の
「
二
つ
の
展
覧
会
か
ら
見
た
具
体
美
術

協
会
の
評
価
日
本
国
際
美
術
展
・
現
代
日
本
美
術
展
へ
の
出
品
を
通
し
て

｜
」
②
は
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
、
鎌
田
勇
の
「
感
情
の
現
象
学

｜
感
性
と
理
性
の

2
元
論
を
越
え
て
」
。
例
会
後
、
懇
親
会
を
聞
い
た
。

V
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
（
火
）

j
三
月
二
十
五
日
（
日
）

広
島
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
芸
術
展
示
「
制
作
と
思
考
」
第
八

回
展
を
開
催
。
テ
l
マ
は
「
ホ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
粋
と
野
暮
」
o

出
品
は

作
品
二
十
七
点
お
よ
び
三
味
線
パ
ォ

l
マ
ン
ス
一
件
の
計
二
十
八
件
。
会
期
中

の
総
入
場
者
数
は
七
百
五
十
一
名
だ
っ
た
。

V
平
成
二
十
四
年
五
月
六
日
（
日
）

会
報
第
百
十
七
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
興
園
管
理
皐
院
専
任
講
師
、
亀
井

克
朗
の
「
重
層
的
な
文
化
の
地
層
1
台
湾
に
移
り
住
ん
で
、
旅
し
て
」
。
第

九
十
八
回
例
会
で
の
研
究
発
表
の
報
告
は
、
①
植
松
篤
の
発
表
を
火
口
藤
史
彦
、

②
鎌
田
勇
の
発
表
を
鎌
田
自
身
が
書
い
た
。
ほ
か
に
は
、
衰
葉
が
寄
稿
し
た
エ
ッ

セ
イ
「
桜
の
国
E
」
、
雲
術
学
関
連
学
会
連
合
第
七
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
・

人
・
芸
術
〈
芸
術
と
地
域
〉
を
問
、
つ
」
の
案
内
を
掲
載
。
最
終
頁
に
第

九
十
九
回
例
会
案
内
を
載
せ
た
。

V
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
六
日
（
土
）

第
九
十
九
回
例
会
は
「
庵
治
石
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
」
と
題
し
た
野
外
例

会
。
香
川
県
高
松
市
に
あ
る
「
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園
美
術
館
」
「
石
の
民
俗

資
料
館
」
「
ス
ト
ー
ン
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
「
高
松
市
美
術
館
」
を
訪
れ
た
。
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V
平
成
二
十
四
年
六
月
十
六
日
（
土
）

義
術
学
関
連
学
会
連
合
主
催
の
第
七
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
仙
台
市
博

物
館
で
開
催
さ
れ
、
金
田
会
長
が
提
案
者
と
し
て
出
席
。
趣
旨
説
明
を
行
、
っ
と

と
も
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
オ
l
ガ
ナ
イ
ザ
l
を
務
め
た
。

V
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日
（
金
）

会
報
第
百
十
八
号
を
発
行
。
第
二
十
六
回
総
会
・
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

研
究
発
表
者
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
の
レ
ジ
ュ
メ
な
ど
を
掲
載
。
第
九
十
九

回
例
会
報
告
を
近
多
恵
美
が
書
い
た
。

（
文
中
、
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

《
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
二
法
人
、
個
人
会
員
百
七
十
二

名
（
特
別
会
員
二
名
、
一
般
会
員
百
四
十
七
名
、
学
生
会
員
二
十
三
名
）
》


